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はじめに 
ウラン系列における234Uと 230Thは半減期がそれ

ぞれ 24.8 kyr と 7.5 kyr である．そこで，本研究
では，234U-230Th 非平衡年代測定法を噴出年代がわ
かっている雲仙火山の噴出物に含まれるジルコン
に対して適用し，ジルコンの晶出年代を見積もる．
放射平衡であると考えられているマグマからジル
コンが晶出するときに Th に比べて U が多く取り
込まれるので，このとき非平衡になることを利用
する．晶出年代を噴出年代と比較することにより，
ジルコンのマグマ滞在時間やマグマ溜りの挙動な
どについて推測できる可能性がある． 
 
方法 
試料は，普賢岳・眉山火山（27 ka～現在）から

は 1991-1995 年に噴出した平成溶岩（平成 LV）
と火砕流堆積物（平成 PF），1792 年に噴出した新
焼溶岩（新焼LV），4 kaの七面山溶岩（七面山LVr，
LVb），野岳火山（120 ka～70 ka）から 73 ka と
される野岳溶岩（野岳 LV），中期の火山（～150 ka）
から溶岩（古期 LV）と火砕流堆積物（古期 PF）
の８試料を分析した． 
ジルコンを分離し，LA-ICP-MS によって質量分

析を行った．また，マグマの組成を反映している
と考えられるガラス質石基についても質量分析を
行った．230Th はごく微量（ppb オーダー）含まれ
ているのみであるため，得られたピークの積算か
ら background の積算の平均を引いたものをシグ
ナルとし，あらかじめ濃度のわかっている

NIST610 と内部標準試料の 29Si を用いて濃度に変
換した．それぞれの同位体の濃度と，マグマから
ジルコンが晶出する際の Th と U の分別の割合
（D230）から，ジルコンの粒子年代を見積もった．
年代の誤差はジルコン中の各濃度の分析誤差とガ
ラス質石基中の Th/U 比の標準誤差を利用して誤
差の伝播式から見積もった．各試料の年代の傾向
を見るためにヒストグラムと年代スペクトラを利
用した．ヒストグラムは10 kaごとの年代区間で，
それぞれの粒子年代がどのように分布するかを示
しており誤差は考慮していない．それに対して年
代スペクトラでは，誤差をふまえた分布を示して
おり，粒子ごとの正規分布を足し合わせることで
各試料の傾向を表している． 
 
結果 
年代スペクトラから，ジルコンの晶出年代の分

布がその火山の活動時期とほぼ同時期であったこ
とが示された．普賢岳・眉山火山では火山活動の
開始時期と晶出年代が重なっていたが，野岳火山
では活動後期を指す晶出年代が得られたため，火
山活動時期と晶出時期の関連についての詳細は明
らかでないが，どちらも晶出してから噴出するま
でに数万年単位の期間があることから，ジルコン
が晶出してからもマグマに滞在していることがわ
かった．また，新焼溶岩を除く５つの溶岩試料で
は，スペクトラがおよそモノモーダルを示してお
り，２つの火砕流堆積物試料では複数のピークを
もつ分布が示された．これは，火砕流堆積物が火
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山活動における比較的早い段階で噴出するために，
火道やマグマ溜りに以前から残っていた古い鉱物
などを巻き込んだ可能性があるためであると考え
られる． 
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図１．年代測定結果を示すヒストグラムとスペクトラ．横軸；年代（ka），縦軸（左）；確率密度関数，縦軸（左）；個
数，（）内に示されているのは年代の誤差． 


